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春寒ようやくぬるみ始めた 3月 9日（水）、

粟田小学校の 5，6 年生は、神龍湖畔の丘に

立つ慰霊碑を訪ねました。 

全員で清掃作業の後、6年生を代表して河

村天雅くんが卒業報告、藤原太一くんが献花

しました。同行した帝釈峡観光協会、帝釈峡

遊覧船㈱、田森自治振興区の代表もそれぞれ

献花し、追悼しました。 

～神龍湖の惨事（昭和 9年 3月 24日）を語り継ぐ～ 

総務部 

この卒業報告は毎年行われており、子ども

達は悲しい歴史を心に刻むとともに、改めて

命の尊さを学び、大きく成長していくことで

しょう。私たちは、今もなお胸を打つ痛まし

い事故を語り継ぎ、殉難者の御霊に祈りを捧

げたいと思います。 

田森保育所では 2人の園児が卒園し、4月

から粟田小学校へ入学します。お友達をた

くさんつくって、楽しく元気に通ってくだ

さい。 

また、粟田小学校は、3人の児童が卒業し

ます。粟田小学校で学んだことを生かし、六

年間の思い出を大切にしながら、これから

も頑張ってください。より一層のご活躍を

心から願っています。 

田森自治振興区では、「子ども安全見守

り隊」の活動や「放課後子ども教室」「未

来塾」の運営「子育て支援ルーム～ママ友

サークル～」など、様々な形で保育所・小

学校をはじめ地域の子ども達の成長を支

援しています。 
 

mailto:tamori@vesta.ocn.ne.jp


 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「田森子ども安全見守り隊」の

みなさんにはこの一年間、暑い

日も寒い日も活動していただき

大変ありがとうございました。

声をかけ、安全を見守っていた

だいたおかげで、子ども達は安

心して元気に通学することがで

きました。見守り隊の皆さんの

おかげで感謝の心も大きく育っ

たことと思います。 
 
 

～地域と共にある学校をめざして～ 

 介護予防講座や軽い運動などを行い、健康寿命を延ばすことを目標に実施しているデイホ

ーム活動。全国的な新型コロナウイルス感染症の拡大から、この一年間、開催が中止になる

こともありましたが、多くの皆さんにご参加をいただきました。また、食事を作ってくださ

るボランティアの皆さんにも、お忙しい中感染症の予防に気を遣いながら、美味しい料理を

提供していただき、ありがとうございました。 

アンケートにご協力いただき 

ありがとうございました 
 

2月に行いましたデイホームアンケートでは、郵

送でのお願いとなりお手数をお掛けいたしました。

アンケートにお答えいただきました内容を元に、楽

しく健康づくりを勧めて行けるよう、来年度の計画

を立てておりますので、今後も多くのご参加をいた

だきますようよろしくお願いいたします。 
 

地域マネージャー 難波純子 

「子ども安全見守り隊」は、新学期の 4 月６

日（水）から活動再開となります。今後と見守

り活動にご協力をお願いいたします。 
 

高齢者部 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習事業：社会体験地域間交流事業 

地域学習（1 年～4年生） 

～JR 芸備線に乗って内名駅に行ってみよう！～ 

 今回の体験乗車を通じて、子ども達は実

際に見て触れて、多くのことを学ぶととも

に、たくさんの方と交流を深め、貴重な体験

をすることができました。 

 ご協力いただいた皆様には、子ども達の

ために準備など大変お世話になりました。

心より感謝申し上げます。 

 日差しもやわらかな春 3月 11日(金)、社

会体験地域間交流事業として、「東城駅⇔内

名駅」「東城駅⇔備後落合駅」の 2 グループ

に分かれ、ＪＲ芸備線の歴史や公共交通を利

用するマナーを学び地域で交流しようと体

験乗車しました。 

 この日は、JR 西日本新見駅のエリア統括

にもご同行いただき、利用方法や乗車マナー

などをご指導いただきました。児童は、記念

の乗車缶バッジを一人ずつもらい、小さな旅

の始まりです。 

 車内では、一般の利用者も多かったにもか

かわらず、児童一人ひとりに声をかけ、児童

からの質問にもわかりやすく、丁寧に答えら

れていました。 

1 年～4 年生 12 人は、内名駅で降り内名

地区のみなさんの出迎えをうけました。 

その後、内名集会所に移動し、引田さん

から内名駅のこれまでの歴史を聞いたり、

児童からも質問したりするなど、地元の方

と交流を図りました。 

5、6年生は、備後落合駅までの往復体験

です。備後落合駅では、ガイドの会の永橋

さんと三次 SL 保存会の清原さんのお二人

から「備後落合～東城間の車窓」「備後落合

駅の由来」などを説明していただき、児童

は聞いたことをノートにまとめていまし

た。 

 
社会見学（5 年、6年生） 

～故郷のよさや歴史を知り、未来へつなごう～ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの行事予定・施設等 

3／17（木）行政文書発送 

17（木）デイホームあさくら 9：30～（東城ふれあいスポーツ広場） 

  17（木）朝倉中山間 19：00～（振興センター・和室） 

19（土）そば打ち塾 10：00～（振興センター・小研修室・調理室・和室） 

  23（水）役員会 19：00～（振興センター・和室） 

  23（水）生花教室 20：00～（振興センター・小研修室） 

  24（木）体育部・スポーツ協会田森支部会議 19：30～（振興センター・和室） 

24（木）移動販売車 11：00～（田森自治振興センター） 

24（木）粟田小学校 卒業証書授与式  

25（金）粟田小学校 修了式 

26（土）～4/5（火）粟田小学校 春休み 「田森子ども安全見守り隊」活動休止 

26（土）田森保育所 卒園式 

26（土）子ども神楽塾 19：00～（振興センター・大研修室） 

28（月）移動販売車 13：30～ 日出サロン（東区集会所） 

4／ 6（水）子も安全見守り隊 活動再開  

6（水）粟田小学校始業式 （粟田小学校） 

6（水）朝倉森林施業組合 19：00～（振興センター・和室） 

7（木）総務部 ランドセル賞贈呈式 （振興センター・和室） 

  9（土）移動販売車 11：00～（内名集会所） 

 12（火）デイホームなごみ （南区集会所） 移動販売車 14：30～ 

13（水）デイホーム再彩会 （竹森集会所） 移動販売車 14：30～ 

 ◎毎週月曜日 「田森子ども安全見守り隊」 

 ※移動販売車は、デイホームやサロンのほか、自治振興センターにも定期巡回 

していますのでぜひご利用ください。 

令和 3年度も終わりに近づき、事務局では新年度に向けて準備を進めています。 
今号で 24回となる振興区だよりを発行いたしましたが、地域の皆様には、ご愛読いただきあり 

がとうございました。また、取材にご協力いただいた皆様にお礼申し上げます。 
この一年間は、新型コロナウイルスの感染拡大から事業活動の中止や制約を受ける中で、可能 

な限り、振興区活動をはじめ生涯学習事業やデイホーム事業などに取り組んでまいり 
ました。 
令和 4年度も引き続き「元気、輝き、温もりのある地域、田森」の実現に向けて、 

広報の役割をしっかり務めてまいりたいと考えています。 

田森自治振興区 事務局 

食彩工芸部は、毎年粟田小学校の卒業生

にヒイラギの葉を使ったコサージュを作成

し、プレゼントしています。 

卒業を祝って鮮やかな緑に染められたコ

サージュには、新しい中学校生活を元気に

送るとともに、大きく羽ばたくよう願いが

込められています。 

【森林の匠塾 食彩工芸部】 


